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農事日記 

 日記の書き方 

1 冊目と 2 冊目の冒頭には、「要領」として、日記の書き方が記され

ています。記入は必ず当日に行うこととし、記入事項は天候や作物の手

入れ、肥料の用量、病虫害の有無、収穫の多少などと細かく決められ、

収支計算、施業予算、施業成蹟（績）なども記すとされました。 

これにならい、日記は 44年後の 1946年（昭和 21）まで書き継がれ

たようです。 

 日記の序言 

日記の 1冊目の冒頭には、「素人百姓」の名

で、農事日記を始めるにあたっての決意表明

が記されています。 

すでに十余年前から「渡世日記」をつけ、

「文筆を鍛錬し、往事を追想する材料」とし

てきた著者は、「日誌は過去の歴史たるのみな

らず、未来の指南者となり、思想を緻密にし、

考慮を深くする」と日記の利益を挙げていま

す。そして、思うところがあってさらに「農

事日誌」を作ることにしたと述べ、長く継続

することを願って序言を締めくくっていま

す。 

2 冊目の冒頭にも同一人物と思われる「不

屈屋主人」の名で序言が記されており、日記

に対する著者の思いがうかがえます。 


